
358 

遠
州
丸
に
乗
り
込
む
と
き
持
ち
込
み
許
可
さ
れ
た
の
は

雑
の
う
と
飯
ご
う
だ
け
、
あ
と
は
着
の
身
着
の
ま
ま
、
友

人
か
ら
託
さ
れ
た
住
所
な
ど
書
か
れ
た
紙
片
も
没
収
さ
れ

た
。 船

は
舞
鶴
港
に
接
岸
、
復
員
は
そ
の
年
の
九
月
二
日
。

抑
留
生
活
四
年
。
抑
留
中
、
作
業
開
始
前
に
大
隊
長
よ
り

の
訓
示
で
、
祖
国
日
本
に
帰
る
ま
で
は
シ
ベ
リ
ア
の
松
の

肥
や
し
と
な
っ
て
は
な
ら
ぬ
と
い
う
言
葉
が
今
も
脳
裏
か

ら
離
れ
な
い
。 

戦
後
五
十
数
年
が
過
ぎ
た
今
日
、
酷
寒
、
異
国
の
地
で

今
な
お
祖
国
に
帰
れ
ず
眠
っ
て
い
る
多
く
の
友
人
の
ご
冥

福
を
御
祈
り
致
し
、
私
の
シ
ベ
リ
ア
抑
留
記
を
終
わ
り
ま

す
。 

 

私
の
生
き
た
大
正 

昭
和 

平
成 

七
十
九
年 

富
山
県 

 

山 

本 

祥 

作 
 

 

 

私
は
大
正
十
四
（
一
九
二
五
）
年
五
月
七
日
生
ま
れ
で
、

農
家
で
は
忙
し
い
月
で
あ
っ
た
。 

春
か
ら
秋
夏
冬
と
大
へ
ん
忙
し
い
地
方
で
あ
る
富
山
県

高
岡
市
（
旧
射
水
郡
佐
野
村
）
西
佐
野
で
、
父
「
佐
七
郎
」

母
「
ち
よ
」
の
四
男
と
し
て
生
ま
れ
た
。
八
人
の
兄
弟
で
、

私
は
七
歳
に
し
て
昭
和
六
（
一
九
三
一
）
年
三
月
母
親
は

亡
く
な
っ
た
。
昭
和
七
年
小
学
校
入
学
し
て
昭
和
十
五
年

高
等
科
二
年
の
卒
業
が
間
近
に
な
っ
た
あ
る
夜
、
暗
い
裸

球
の
と
も
る
囲
炉
裏
の
端
で
、
家
族
そ
ろ
っ
て
夕
ご
飯
を

食
べ
終
わ
る
と
、
父
（
生
産
組
合
長
）
が
、
皆
に
相
談
が

あ
る
と
話
を
始
め
た
。
い
ま
日
本
の
重
要
な
国
策
の
一
つ

に
満
州
の
建
国
が
あ
り
、
こ
の
大
陸
の
新
天
地
で
活
躍
す

る
満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
を
募
集
さ
れ
て
い
る
。
家
で

は
六
人
の
男
の
子
が
い
る
、「
一
人
で
も
」
義
勇
軍
に
行
き

国
策
に
と
の
話
で
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
頃
は
、
学
校
で
は
、
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満
蒙
開
拓
青
少
年
義
勇
軍
へ
の
応
募
も
あ
り
ま
し
た
。
父

の
（
一
人
で
も
）
一
言
に
、
私
は
、
親
の
た
め
国
の
た
め

と
思
い
、
親
の
元
で
働
く
も
よ
い
が
、
自
分
で
生
き
る
道

を
探
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
と
思
い
、
高
等
科
二
年
の
卒

業
の
前
に
申
し
込
み
ま
し
た
。 

昭
和
十
五
年
三
月
二
十
五
日
出
発
の
日
が
来
た
。
部
落

の
皆
さ
ん
よ
り
出
征
兵
士
を
見
送
る
行
事
と
同
様
に
、
神

社
に
て
式
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
後
、
近
所
の
知
人
や
一
家

一
家
に
廻
り
、
皆
さ
ん
の
見
送
り
を
受
け
、
当
年
十
五
歳

の
豆
戦
士
と
し
て
出
発
、
生
ま
れ
故
郷
を
後
に
し
た
。
見

送
り
の
中
に
は
「
あ
ん
な
小
さ
な
子
供
が
よ
く
も
満
州
に

行
く
ね
え
」
と
話
し
て
い
る
声
や
、
母
親
が
い
れ
ば
ね
と

言
っ
て
る
声
を
耳
に
し
た
時
は
、
心
に
は
力
が
つ
き
ま
し

た
。 昭

和
十
五
年
三
月
二
十
六
日
、
茨
城
県
内
原
訓
練
所
へ

入
所
、
五
カ
月
の
訓
練
に
入
り
、
二
十
四
時
間
中
す
べ
て

が
訓
練
で
あ
る
。
そ
の
中
に
満
州
に
渡
っ
て
の
生
活
や
村

造
り
に
必
要
な
特
技
訓
練
が
あ
り
、
ま
た
、
夜
は
消
灯
後

二
人
ず
つ
一
時
間
交
替
で
不
寝
番
に
当
た
る
。
満
蒙
開
拓

者
の
養
成
を
目
的
と
し
た
教
育
訓
練
で
あ
り
、
い
ま
思
え

ば
内
原
訓
練
所
は
統
一
の
と
れ
た
精
神
教
育
の
場
で
あ
っ

た
か
と
思
い
ま
す
。
一
つ
の
事
を
繰
り
返
し
繰
り
返
し
行

う
事
を
徹
底
し
て
た
た
き
込
ま
れ
、
ま
た
開
拓
の
父
と
し

て
称
賛
さ
れ
た
、
加
藤
完
治
所
長
の
精
神
訓
話
の
熱
弁
を

聞
く
こ
と
の
中
に
「
衣
食
住
の
生
産
に
努
力
す
る
は
善
な

り
」
と
の
信
念
を
持
ち
農
の
意
義
を
明
確
に
悟
っ
た
事
は

今
日
私
等
開
拓
団
員
に
思
い
出
さ
れ
る
事
と
思
い
ま
す
。

加
藤
完
治
先
生
は
昭
和
四
十
二
年
没
。
八
十
三
歳
。 

 

渡
満
の
日
近
づ
く 

そ
う
こ
う
す
る
う
ち
に
八
月
に
入
り
訓
練
期
間
の
五
カ

月
間
が
終
わ
り
に
近
づ
き
、
い
よ
い
よ
待
ち
に
待
っ
た
渡

満
の
準
備
に
入
っ
た
。
色
々
な
予
防
注
射
を
五
種
、
六
種

と
受
け
、
訓
練
も
現
地
の
治
安
状
況
に
対
応
す
る
内
容
で

行
わ
れ
、
特
に
匪
賊
に
対
す
る
戦
闘
訓
練
の
仕
上
げ
に
入

っ
た
。 

制
服
、
靴
、
そ
の
ほ
か
身
に
つ
け
る
も
の
す
べ
て
が
新

品
で
支
給
さ
れ
制
帽
に
は
桜
の
記
章
が
光
っ
て
い
た
。 

昭
和
十
五
年
八
月
二
十
二
日
、
内
原
訓
練
所
を
出
発
す
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る
日
が
来
た
。
い
つ
も
よ
り
早
く
起
き
る
と
皆
が
も
う
は

つ
ら
つ
と
し
た
顔
を
し
て
い
た
。 

や
が
て
ラ
ッ
パ
の
合
図
で
訓
練
所
の
広
場
に
集
ま
り
、

壮
行
式
が
盛
大
に
行
わ
れ
、
若
い
義
勇
軍
の
前
途
を
祝
福

す
る
名
誉
の
言
葉
を
色
々
と
い
た
だ
き
、
加
藤
完
治
所
長

か
ら
は
「
よ
く
眠
り
、
食
事
は
十
分
に
注
意
し
、
健
康
に

気
を
つ
け
る
事
と
、
心
を
合
わ
せ
て
事
を
成
し
義
勇
軍
の

使
命
を
深
く
自
覚
し
て
行
動
す
る
事
」
等
の
訓
示
が
話
さ

れ
た
。
式
典
の
あ
と
、
第
十
七
中
隊
（
川
原
中
隊
）
二
百

八
十
二
人
が
行
進
に
移
っ
た
。
国
防
色
の
制
服
に
桜
の
マ

ー
ク
の
制
帽
。
両
足
の
巻
脚
絆
に
身
を
か
た
め
、
日
満
国

旗
を
先
頭
に
、
川
原
中
隊
長
、
音
楽
隊
が
続
き
、
銃
の
代

わ
り
に
真
新
し
い
白
木
の
鍬
の
柄
を
か
つ
い
で
足
並
を
揃

え
地
を
踏
み
、
胸
を
張
り
、
若
い
開
拓
の
豆
戦
士
ら
は
開

拓
の
歌
を
高
ら
か
に
歌
い
、
あ
の
雄
姿
は
ま
さ
し
く
勇
ま

し
い
限
り
で
あ
っ
た
。
歌
を
何
回
も
繰
り
返
し
な
が
ら
内

原
訓
練
所
を
後
に
し
た
。 

内
原
駅
よ
り
東
京
駅
下
車
。
宮
城
前
広
場
ま
で
街
頭
行

進
。
宮
城
を
仰
ぎ
、
渡
満
の
決
意
を
固
め
、
万
歳
三
唱
後

再
び
パ
レ
ー
ド
を
続
け
靖
国
神
社
に
参
拝
し
、
後
、
青
山

会
館
に
着
い
て
休
ん
だ
。
翌
二
十
三
日
は
、
東
京
駅
か
ら

宇
治
山
田
駅
ま
で
行
き
、
伊
勢
神
宮
を
参
拝
し
、
そ
の
後
、

地
元
、
高
岡
駅
に
向
か
っ
た
。 

高
岡
駅
に
て
下
車
「
見
送
り
の
人
達
が
沢
山
の
中
」
ラ

ッ
パ
と
太
鼓
隊
を
先
頭
に
街
頭
行
進
を
し
、
高
岡
古
城
公

園
、
本
丸
宮
城
に
向
か
っ
て
、
パ
レ
ー
ド
が
始
ま
っ
た
。

親
類
、
親
友
、
村
の
人
達
が
一
緒
に
横
に
つ
い
て
見
送
り

下
さ
れ
た
あ
の
時
の
事
は
忘
れ
ら
れ
ま
せ
ん
。
（
今
日
、
戦

後
六
十
年
前
の
事
思
い
出
す
と
涙
が
と
ま
り
ま
せ
ん
） 

翌
朝
、
氷
見
線
に
て
、
伏
木
港
へ
行
く
。
伏
木
公
会
堂

で
は
見
送
り
の
人
達
に
よ
る
歓
迎
会
に
臨
ん
だ
。
赤
飯
で

昼
食
を
す
ま
せ
た
あ
と
、
伏
木
港
の
岸
壁
に
横
付
け
さ
れ

て
い
る
射
水
丸
（
三
、
〇
〇
〇
ト
ン
級
貨
物
船
）
に
次
々

と
乗
船
し
た
。 

本
土
と
の
最
後
の
別
れ
で
あ
る
。
投
げ
た
五
色
の
テ
ー

プ
を
持
ち
合
い
、
別
れ
を
惜
し
ん
で
い
た
。
出
帆
の
汽
笛

と
共
に
船
は
岸
壁
を
み
る
み
る
離
れ
て
い
っ
た
。 

泣
き
叫
ぶ
親
類
同
僚
も
大
き
な
涙
を
流
し
、
「
頑
張
れ
、
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頑
張
れ
」
体
に
気
を
つ
け
る
ん
だ
の
声
に
私
も
泣
か
さ
れ

た
。
船
は
だ
ん
だ
ん
と
遠
ざ
か
っ
て
い
っ
た
。 

生
ま
れ
て
初
め
て
の
船
の
旅
で
あ
る
。
や
が
て
本
土
も

見
え
な
く
な
り
、
水
平
線
が
丸
み
を
お
び
て
き
た
。
地
球

は
丸
い
と
い
う
実
感
が
わ
い
た
。
夜
に
な
っ
て
波
が
高
く

な
っ
た
。
船
も
横
に
揺
れ
始
め
、
あ
ち
こ
ち
で
気
分
の
悪

い
者
が
出
て
来
た
。
中
に
は
真
っ
青
に
な
っ
て
、
ゲ
ー
ゲ

と
や
る
者
が
出
る
。
私
も
少
し
悪
気
を
し
た
。
何
も
見
え

な
い
し
け
の
海
で
二
日
間
が
過
ぎ
た
。
三
日
目
に
は
朝
鮮

半
島
が
見
え
て
き
た
。
そ
の
こ
ろ
に
は
皆
元
気
に
な
っ
た
。

船
は
清
津
に
立
ち
寄
り
、
そ
れ
か
ら
罹
津
に
向
か
っ
た
。

罹
津
港
で
上
陸
が
始
ま
り
夢
に
ま
で
見
た
大
陸
へ
の
第
一

歩
を
記
し
た
。
罹
津
で
一
夜
を
明
け
て
列
車
で
目
的
地
に

向
か
っ
た
。 

列
車
は
罹
津
か
ら
北
上
す
。
窓
か
ら
見
え
る
大
陸
は
、

た
だ
た
だ
広
大
で
殺
風
景
で
あ
っ
た
。
日
本
列
車
よ
り
幅

も
広
く
、
座
席
は
三
人
が
腰
掛
け
ら
れ
速
度
も
遅
く
、
鐘

を
カ
ン
カ
ン
と
鳴
ら
し
て
走
っ
て
い
た
。
牡
丹
江
を
過
ぎ
、

ハ
ル
ピ
ン
駅
に
く
る
と
、
馬
に
ま
た
が
っ
た
伊
藤
博
文
公

の
銅
像
、
そ
れ
と
肉
弾
三
勇
士
の
銅
像
が
あ
る
の
に
驚
い

た
。
ハ
ル
ピ
ン
か
ら
列
車
は
北
安
省
に
入
る
。
一
望
千
里

広
漠
た
る
大
草
原
続
き
、
野
鹿
の
群
れ
、
花
が
何
十
キ
ロ

と
見
事
に
咲
い
て
い
た
。 

ま
た
、
現
地
人
の
部
落
が
視
界
に
入
る
。
土
で
造
っ
た

塀
、
草
の
屋
根
で
低
い
居
住
が
点
々
と
見
え
て
き
た
。 

ハ
ル
ピ
ン
か
ら
八
時
間
余
り
北
上
し
終
着
駅
は
海
倫
に

着
い
た
。
下
車
し
て
、
北
満
の
一
歩
を
踏
み
し
め
た
。
迎

え
に
来
た
ト
ラ
ッ
ク
に
便
乗
し
三
年
間
訓
練
を
受
け
る
対

店
大
訓
練
所
に
着
い
た
時
は
、
昭
和
十
五
年
九
月
一
日
で

あ
っ
た
。
季
節
は
す
で
に
冬
で
、
室
内
は
ペ
ー
チ
カ
が
な

い
と
寒
く
て
い
ら
れ
な
い
。
夜
は
、
持
参
し
た
毛
布
一
枚

に
く
る
ま
っ
て
寝
た
。
隣
の
友
と
二
人
で
二
枚
の
毛
布
に

く
る
ま
っ
て
寝
た
事
も
あ
っ
た
。 

日
課
は
内
原
訓
練
所
で
受
け
た
訓
練
と
同
様
で
、
中
に

は
満
州
語
の
講
習
も
あ
っ
た
。
夜
は
衛
兵
勤
務
が
あ
り
、

冬
の
衛
兵
勤
務
は
非
常
に
つ
ら
い
。
夜
中
に
は
零
下
三
〇

度
か
ら
四
〇
度
と
下
が
る
。
重
い
防
寒
服
に
身
を
ま
と
い
、

防
寒
帽
の
中
か
ら
目
だ
け
を
出
す
が
、
ま
つ
毛
が
凍
り
、
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鼻
毛
も
凍
っ
た
が
、
い
つ
匪
賊
に
襲
わ
れ
る
か
わ
か
ら
な

い
の
で
緊
張
の
連
続
で
あ
っ
た
。 

と
に
か
く
一
時
間
の
交
代
が
長
い
。
交
代
の
時
間
が
く

る
と
決
ま
っ
て
生
き
返
っ
た
よ
う
に
な
っ
た
。
そ
う
こ
う

す
る
う
ち
に
大
陸
で
初
め
て
の
正
月
が
や
っ
て
来
た
。
内

地
と
か
わ
ら
ぬ
餅
つ
き
で
、「
食
べ
る
」
と
い
う
こ
と
が
何

よ
り
も
楽
し
か
っ
た
。
正
月
休
み
も
過
ぎ
た
こ
ろ
か
ら
虱

が
わ
き
出
し
体
が
か
ゆ
く
な
っ
た
。
実
に
い
や
な
気
分
で

あ
っ
た
。
マ
イ
ナ
ス
四
〇
度
の
酷
寒
に
さ
ら
し
て
も
、
夜

寝
床
に
も
ぐ
る
と
又
活
動
し
出
し
た
の
に
驚
い
た
。
そ
れ

に
、
今
思
え
ば
、
便
所
当
番
に
て
、
大
便
は
便
所
の
中
で

竹
の
子
状
に
次
々
と
盛
り
上
が
っ
て
い
く
。
糞
の
柱
が
で

き
た
。
当
番
は
つ
る
は
し
で
根
本
を
は
つ
り
、
そ
れ
を
か

つ
い
で
畑
へ
運
搬
し
た
が
凍
っ
て
い
る
と
臭
く
な
く
、
溶

け
る
と
プ
ン
プ
ン
臭
く
な
っ
た
。 

や
が
て
春
が
近
付
き
気
温
が
上
が
っ
て
く
る
と
、
畑
や

満
人
村
の
家
の
ふ
ち
の
大
小
便
が
溶
け
出
し
、
あ
た
り
一

面
に
臭
気
を
発
散
す
る
と
い
う
次
第
で
あ
っ
た
。
ち
ょ
う

ど
こ
の
頃
農
作
業
も
忙
し
く
な
る
頃
で
、
種
の
蒔
く
時
期

で
あ
る
。 

大
陸
に
は
秋
が
な
く
、
夏
か
ら
急
に
冬
に
な
る
の
で
、

夏
の
終
わ
り
に
収
穫
に
入
る
。 

対
店
訓
練
所
に
入
っ
て
困
っ
た
事
は
、
義
勇
隊
員
の
中

の
愚
連
隊
で
あ
っ
た
。
夜
中
の
寝
静
ま
っ
た
頃
、
兵
舎
に

入
っ
て
来
て
、
ラ
ン
プ
を
割
っ
た
り
、
何
か
言
っ
た
り
す

る
と
木
刀
で
殴
る
、
手
に
負
え
な
い
連
中
が
い
た
。
旧
軍

隊
で
い
う
と
二
年
兵
で
あ
る
。 

昭
和
十
六
年
八
月
、
満
州
全
土
で
関
東
軍
の
特
別
大
演

習
が
実
施
さ
れ
、
我
々
義
勇
隊
員
も
動
員
さ
れ
た
。
訓
練

所
で
は
秋
の
取
り
入
れ
で
忙
し
い
月
日
で
あ
っ
た
。 

十
二
月
に
入
る
と
、
零
下
二
五
、
六
度
以
下
の
寒
い
時

季
で
あ
る
。
十
二
月
九
日
、
各
小
隊
に
集
合
命
令
が
出
さ

れ
講
堂
に
集
ま
っ
た
。
川
原
中
隊
長
よ
り
、
十
二
月
八
日
、

米
英
に
宣
戦
布
告
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
く
、
緊
張
が
一
気
に

高
ま
っ
た
。
そ
の
後
治
安
警
備
も
厳
し
く
な
っ
た
。 

昭
和
十
七
年
春
頃
、
大
東
亜
戦
争
も
激
し
く
な
り
、
食

糧
増
産
体
制
の
中
で
、
訓
練
三
年
目
で
、
作
物
の
種
蒔
き

が
始
ま
っ
た
。
経
験
の
積
み
重
ね
で
畑
仕
事
も
能
率
よ
く
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作
物
も
良
く
で
き
た
。
来
年
は
開
拓
団
に
移
行
す
る
話
題

が
飛
び
交
っ
た
。 

昭
和
十
八
年
四
月
、
私
達
の
入
植
地
が
決
ま
っ
た
。
濱

江
省
五
常
県
南
沖
河
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
る
。
永
住
の
地

の
名
称
を
日
本
語
で
名
付
け
る
事
に
し
、
富
山
県
の
神
通

川
の
「
神
」
と
、
群
馬
県
の
利
根
川
の
「
利
」
を
と
り
、

神
利
開
拓
団
と
川
原
団
長
が
名
付
け
た
。
こ
の
地
区
は
、

二
万
七
千
町
歩
余
り
で
、
南
北
長
く
、
中
央
に
は
河
が
流

れ
、
流
域
地
帯
は
豊
か
で
、
水
稲
作
り
に
適
し
て
お
り
ま

し
た
。 

昭
和
十
九
年
、
二
十
年
、
そ
の
頃
太
平
洋
戦
争
も
だ
ん

だ
ん
と
激
し
く
な
り
、
徴
兵
検
査
が
一
年
繰
り
上
げ
さ
れ
、

開
拓
に
生
涯
の
夢
を
も
っ
た
働
き
盛
り
の
青
年
を
根
こ
そ

ぎ
に
軍
隊
に
召
集
さ
れ
た
。
私
は
「
ノ
ン
ジ
ヤ
ン
」
部
隊

に
入
隊
し
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
、
日
ソ
開
戦
に
よ
り
、
ソ
連
軍
が
侵

略
に
入
り
、
開
拓
団
に
て
五
族
協
和
、
王
道
楽
土
の
建
設

に
励
ん
で
い
た
老
人
、
婦
女
子
達
も
戦
禍
に
巻
き
込
ま
れ
、

そ
の
夢
は
無
残
に
し
て
打
ち
砕
か
れ
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
、
日
本
国
敗
戦
と
の
大
隊
長

よ
り
言
葉
が
あ
り
、
上
官
は
じ
め
兵
士
た
ち
皆
涙
を
な
が

し
て
い
た
が
、
心
の
中
は
負
け
て
は
い
な
か
っ
た
。 

昭
和
二
十
年
八
月
九
日
、
朝
起
き
て
外
を
見
る
と
、
ソ

連
軍
の
戦
車
が
部
隊
の
周
り
に
砲
を
向
け
て
い
た
。
そ
の

後
、
各
中
隊
に
銃
剣
の
返
納
の
連
絡
が
あ
り
、
各
兵
士
が

三
八
式
銃
を
、
ソ
連
兵
の
目
の
前
に
て
、
お
そ
れ
お
お
く

も
菊
の
御
紋
章
の
は
い
っ
た
銃
を
、
鉄
く
ず
を
捨
て
る
よ

う
に
捨
て
た
。
銃
は
二
山
、
三
山
と
山
と
な
り
ま
し
た
時
、

私
は
、
日
本
国
は
ほ
ん
と
に
敗
戦
の
事
だ
と
初
め
て
胸
元

が
突
き
つ
け
る
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
半

月
余
り
し
て
、
日
本
に
帰
る
と
の
事
で
、「
ノ
ン
ジ
ヤ
ン
」

部
隊
を
出
発
し
、
シ
ベ
リ
ア
境
の
黒
河
ま
で
昼
夜
と
、
夜

は
野
原
で
野
宿
し
三
晩
四
日
の
行
軍
で
、
ソ
連
に
近
い
黒

河
に
着
き
ま
し
た
。
そ
の
間
に
見
た
、
日
本
兵
士
が
ソ
連

軍
の
犠
牲
に
よ
り
広
野
に
野
ざ
ら
し
に
な
っ
て
死
ん
で
い

る
の
を
た
く
さ
ん
見
ま
し
た
が
、
ソ
連
兵
が
い
る
の
で
残

念
に
も
な
に
も
で
き
ず
帰
っ
て
来
た
事
、
今
思
い
出
す
と
、

残
念
や
ら
情
け
な
い
事
で
、
戦
に
敗
れ
た
事
が
し
み
じ
み
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身
に
し
み
つ
い
て
い
ま
す
。 

黒
河
に
て
船
に
乗
船
し
、
日
本
に
帰
る
と
思
っ
た
ら
、

ソ
連
領
「
ブ
ラ
ゴ
エ
シ
チ
ェ
ン
ス
ク
」
に
送
ら
れ
、
そ
れ

か
ら
汽
車
に
て
北
へ
北
へ
と
送
ら
れ
十
日
余
り
で
着
い
た

所
は
、
ア
ル
ハ
ラ
駅
（
二
十
四
地
区
チ
タ
）
で
今
思
え
ば

シ
ベ
リ
ア
鉄
道
の
中
程
で
あ
る
。
そ
の
間
に
は
、
十
月
頃

は
ソ
連
国
で
は
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
収
穫
時
期
で
あ
り
、
広
い

農
場
を
四
カ
所
も
「
帰
す
、
帰
す
」
と
う
そ
を
言
わ
れ
な

が
ら
ジ
ャ
ガ
イ
モ
掘
り
を
し
、
着
い
た
ア
ル
ハ
ラ
収
容
所

に
抑
留
さ
れ
、
二
年
間
の
、
重
労
働
生
活
で
零
下
五
四
度

の
寒
い
中
で
働
い
た
事
が
「
義
勇
軍
当
時
の
長
い
訓
練
生

活
で
得
た
知
識
判
断
力
」
が
「
生
き
て
帰
る
の
、
一
心
で

来
た
事
が
」
戦
後
五
十
八
年
の
今
日
思
い
出
さ
れ
た
事
で

あ
り
ま
す
。
（
シ
ベ
リ
ア
で
の
捕
虜
生
活
の
苦
し
み
は
今

も
脳
裏
か
ら
は
な
れ
ま
せ
ん
） 

昭
和
二
十
二
年
十
月
「
ウ
ラ
ジ
オ
」
よ
り
、
日
本
の
船

「
開
拓
丸
」
に
て
、
舞
鶴
港
に
引
揚
げ
上
陸
し
た
。
が
、

そ
の
時
ま
た
、
日
本
に
外
国
兵
が
銃
を
持
っ
て
立
っ
て
居

る
の
を
見
た
時
、
ふ
た
た
び
胸
元
が
い
た
く
な
り
ま
し
た

が
、
心
の
中
は
生
き
る
が
一
心
で
あ
る
。
一
路
親
元
に
帰

る
事
で
舞
鶴
駅
に
て
乗
車
し
高
岡
駅
ま
で
来
て
下
車
し
た

時
は
、
ま
た
び
っ
く
り
致
し
ま
し
た
。
八
年
ぶ
り
の
高
岡

に
着
い
た
時
は
あ
ま
り
に
も
変
っ
て
い
な
い
事
に
気
が
付

き
、
第
二
の
満
州
王
道
楽
土
の
建
設
を
思
い
、
日
本
は
建

築
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
、
建
築
大
工
見
習
に
入
り
、
五

年
、
十
年
と
建
築
に
努
力
で
き
、
建
築
技
術
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
で
き
た
事
は
、
旧
満
州
で
開
拓
訓
練
当
時
に
先

輩
の
皆
様
方
に
、
叩
き
込
ま
れ
、
不
撓
不
屈
の
精
神
の
賜

物
と
深
く
感
謝
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
昭
和
五
十
五

年
よ
り
高
岡
地
域
建
築
組
合
長
を
務
め
さ
せ
て
頂
き
、
平

成
元
（
一
九
八
九
）
年
三
月
に
高
岡
市
長
よ
り
、
建
築
「
技

能
功
労
賞
」
を
頂
き
ま
し
た
。 

平
成
三
年
十
月
二
十
八
日
、
義
勇
隊
開
拓
団
団
長 

川

原
豊
作
さ
ん
が
、
九
十
四
歳
に
て
他
界
さ
れ
、
葬
儀
に
際

し
、
会
員
の
皆
さ
ん
か
ら
私
に
弔
辞
を
述
べ
る
よ
う
要
請

が
あ
り
、
昭
和
十
五
年
に
内
原
訓
練
所
に
入
所
以
来
常
に

先
生
が
口
に
し
て
お
ら
れ
た
「
正
義
が
亡
び
る
な
ら
、
人

間
は
こ
の
世
に
住
む
必
要
は
な
い
」
の
言
葉
を
引
用
さ
せ
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て
頂
き
、
代
表
し
て
お
別
れ
の
言
葉
を
申
し
述
べ
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。 

平
成
七
年
に
て
人
生
七
十
歳
と
な
り
、
老
後
の
事
を
思

い
、
花
と
緑
を
心
が
安
ら
ぐ
事
と
思
い
、
県
蘭
協
会
高
岡

山
野
草
協
会
に
入
会
し
老
後
を
健
康
に
生
き
る
事
と
思
い

ま
し
た
。
平
成
十
年
二
月
県
蘭
展
示
会
に
て
思
い
も
し
て

い
な
か
っ
た
県
知
事
賞
受
賞
し
会
員
よ
り
喜
ば
れ
た
。
平

成
十
一
年
三
月
山
野
草
会
よ
り
会
長
賞
を
受
賞
し
た
事
で

会
長
よ
り
講
師
に
招
か
れ
山
野
草
栽
培
に
つ
い
て
説
明
し

出
席
の
会
員
か
ら
喜
ば
れ
た
。 

平
成
十
三
年
七
月
、
老
後
の
事
と
思
い
、
岐
阜
の
高
陽

社
に
入
社
。
代
理
店
と
し
て
、
冷
え
取
り
健
康
美
容
法
に

取
り
組
み
年
間
の
実
績
が
良
く
で
き
た
事
で
、
平
成
十
六

年
一
月
八
日
、
年
間
「
最
大
実
績
賞
」
受
賞
。
そ
う
こ
う

し
て
い
る
間
に
戦
後
五
十
八
年
の
年
に
な
り
、
自
分
史
を

作
り
た
い
と
思
っ
て
い
た
矢
先
に
、
シ
ベ
リ
ア
抑
留
協
会

長
山
田
秀
三
さ
ん
よ
り
、『
平
和
の
礎
』
の
発
刊
の
原
稿
募

集
の
事
で
有
り
、
高
齢
化
で
記
憶
が
薄
れ
勝
ち
の
今
日
、

こ
の
事
業
を
完
成
し
、
後
、
子
孫
に
、
私
達
の
生
き
様
を

後
世
に
伝
え
る
た
め
の
一
助
と
な
れ
ば
幸
い
と
思
い
、
私

の
人
生
、
戦
前
、
戦
中
、
戦
後
の
思
い
を
綴
っ
た
の
で
あ

り
ま
す
。 

現
在
も
現
役
活
躍 

富
山
県
満
蒙
開
拓
拓
士
会
会
長 

 
 
 
 

 
 
 

 

富
山
県
満
蒙
開
拓
神
利
会
会
長 




